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 特定非営利活動法人Hope and Faith International  
 
 １ 事業の成果 

就学援助事業においては、フィリピン・セブ島都市部（マンダウエ）、山間部（カンビノコット）、ネ
パール（カトマンズ、ソルクンブ）での支援活動を実施した。国内では、被災地の高校生への奨学金給
付事業を継続、2013年度は新規に7名に対して給付を開始した。3月には奨学生のうち10名が高校3年間
の過程を終えて卒業、年度末現在の対象奨学生は14名である。 
 2013年秋にフィリピンを襲った台風による被災者支援のため、現地NGOと連携して緊急支援物資、生
活再建のための物資援助を行った。現地での活動全体として一万世帯を超える住民に物資を配布した。 
その他、日光・鹿沼において、教育・福祉的援助事業を開始するための調査活動を継続している。 

 
 ２ 事業の実施に関する事項 

 （１）特定非営利活動に係る事業 

 

事業名 事 業 内 容 実 施 
日 時 

実 施 
場 所 

従事者 
の人数 

受益対象者 
の範囲及び 
人 数 

事業費の 

金額 

（千円） 

 

 
就学援助 

（フィリピン） 
 

現地NGO 3団体と連携し
て教育支援プログラム
を実施 
 
 

通年 
フィリピン
（セブ島） 

4名 
子ども33名 
および 
その家族 

7,480 就学援助 
（ネパール） 

現地NGO 2団体と連携し
て教育支援プログラム
を実施 

通年 
ネパール（カ
トマンズ、ソ
ルクンブ） 

4名 
子ども25名 
および 
その家族 

就学援助 
（国内被災地） 

被災高校生への奨学金
給付 

通年 
宮城県気仙沼
市、大船渡市
ほか 

3名 26名 

物資援助 

フィリピンの台風で被害
を受けた地域の復興を支
援するため、現地NGOと
協力して募金を呼びか
け、支援金を送った。 

2013年11月 
～ 

2014年5月 

募金呼びかけ
は国内。 
支援の対象地
域はセブ島北
部、ボホール
島など。 

4名 

被災地域の農
村、漁村住民 
 
約一万世帯 

489 

啓発活動 

ニュースレターを3回発
行。WEBサイトを利用し
て、支援を必要とする地
域の現状等を知らせる活
動を行った。 

ニュースレタ
ーは9月、2
月、6月に発
行 

事務所 3名 

ニュースレタ
ー送付先400
程度、WEBは
不特定多数 

5 

その他 
教育・福祉的援助を行う
施設の開設準備 

通年 
日光市、 
鹿沼市 

2名 
日光市近隣の
障がい者10名
を予定 

395 

 

 （２）その他の事業 
    なし 

  


